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 平成26年度 第２回滝川市保健医療福祉推進市民会議 議事概要 
                                              

日 時 平成27年１月14日（水曜日）午後6時30分～午後7時25分 

開催場所 滝川市役所８階 大会議室 

出席者 

男澤委員、椿坂委員、奥平委員、宮腰委員、草薙委員、佐々木委員、西原委員、 

岸部委員、齊藤委員、泉田委員、谷委員（欠席：片岡委員、浮田委員） 

事務局：佐々木保健福祉部長、松澤介護福祉課長、長瀬健康づくり課長、柳主幹、 

織田主幹、谷本課長補佐、相澤副所長、堀係長、菅野係長、鈴木係長、 

加地係長、須藤主査、伊藤主事 

議 事 

１ 開 会 

 ・開会の後、事務局より第６期介護保険事業計画素案に関する新聞報道について

経過を説明した。 

２ 委員長挨拶 

３ 保健福祉部長挨拶 

４ 議 題 

(1)「滝川市新型インフルエンザ等対策行動計画」について 

事務局）資料に基づき、行動計画の内容、パブリックコメントの結果について

説明を行った。 

委 員）日曜など休日での本部設置は対応可能なのか。 

事務局）休日でも即対応できるようにしていきたい。 

委 員）緊急事態が起こった時に、すぐ行動できるようにすることが必要であ

る。 

事務局）市民に対し、多く、広く、早く周知できる体制づくりが必要であり、

行動計画に対する業務計画の作成を進めている。早急に対応できるように作

成していく。 

  委員長）本行動計画を市民会議として了承することでよろしいか。 

委 員）全出席委員了承。 

(2)「第４期滝川市障がい福祉計画（素案）」について 

事務局）資料に基づき、中間報告として、計画素案の概要、計画期間の各サー

ビス量見込みについて説明を行った。なお、市民会議の翌週に策定部会を開

催し、計画案をまとめる予定である。 

委 員）障がい福祉サービス量は増やす方向で見込んでいるが、全員利用でき

るよう、どのように取り組んでいくか。 

事務局）例えばグループホームの場合、滝川市内で81人の定員があるが、滝川

市民以外の方も入居している。今後、養護学校卒業者など新たな希望者が入

居できるよう、社会福祉法人や事業者に状況を確認しながら、十分に利用さ



 

れるように進めていく。 

  委員長）本計画素案を市民会議として了承することでよろしいか。 

委 員）全出席委員了承。 

(3)「第６期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素案）」について 

  事務局）資料に基づき、中間報告として、計画素案の内容、計画期間の介護サ

ービスの見込み、介護保険料の試算について説明を行った。介護保険料の試

算で反映できていない一定所得以上の利用者の自己負担の引き上げ、介護報

酬の見直しなどを加味して、次回会議で介護保険料を含め計画案を提示す

る。予定されていた所得段階別の介護保険料基準額の負担割合の見直しは、

消費税率の改訂の先送りで完全実施とならない見込みであり、年度末に確定

するとの情報もあることから、別途お伝えすることになると思われる。 

委員長）特段の意見はなかったが、本計画素案を市民会議として了承すること

でよろしいか。 

委 員）全出席委員了承。 

(4) 市民会議の内容公開について 

事務局より保健医療福祉推進市民会議の内容の公開について説明を行い、公開

する議事録の確認者として椿坂副委員長を指名した。 

５ その他  

  介護保険料基準額を今月中には算定することは可能と考えているほか、２月よ

り第６期計画案についてパブリックコメント、市民説明会を予定していること

から、１月２９日（木）午後７時より第３回市民会議を開催し、市長へ答申を

行うことで進めたい。 

６ 閉 会 
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